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平成１９年度 農学部 本科・研究科 学生募集

丁寧な応対を心がけました

ＴＶ局の取材にも笑顔で応対

農

産

物

直

売

所

大

盛

況

！

九
月
十
四
日
、
今
年
最
初
の
直
売
実
習
を
研
究
実
験
棟
ピ
ロ
テ
ィ
で

行
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
お
客
様
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

日
ご
ろ
の
栽
培
技
術
だ
け
で
は
な
く
、
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
や
消

費
者
と
の
直
接
的
な
交
流
を
目
的
と
し
て
、
丁
寧
な
応
対
や
積
極
的
な

呼
び
か
け
に
も
力
を
入
れ
ま
し
た
。
販
売
の
他
、
駐
車
場
の
誘
導
も
二

年
生
が
交
替
で
担
当
し
、
協
力
し
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
か
ら
、
代
金
支
払
い
の
待
ち
時
間
を
短
く
す
る
た
め
に
各
専
攻
ご
と

に
レ
ジ
を
設
置
す
る
な
ど
、
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
力
を
入
れ
ま

し
た
。

九
月
二
十
八
日
に
開
催
し
た
二
回
目
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
例
年
ど
お

り
研
修
棟
わ
き
の
駐
車
場
で
実
施
し
ま
し
た
。
前
年
以
上
の
多
く
の
お

客
様
に
お
い
で
い
た
だ
き
販
売
に
あ
た
っ
た
学
生
は
大
忙
し
で
し
た
。

ま
た
、
十
月
十
二
日
に
開
催
し
た
三
回
目
で
は
、
用
意
し
た
新
米
が

五
分
ほ
ど
で
売
り
切
れ
と
な
り
、
急
き
ょ
倉
庫
か
ら
追
加
を
手
配
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

な
お
、
次
回
は
十
一
月
九
日
と
二
十
二
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

関連記事
４ページ

ＦＴＶ「うつくしま情報局」で本校

紹介番組のロケ実施(10月15日放送)

１学年生稲刈り体験（９月２６日）園芸学科・畜産学科の学生も、水稲

（こがねもち）の刈取り・結束・はせ掛けの体験をしました。

農短の秋 収穫の秋
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今
年
も
、
夏
休
み
の
前
後
に
先
進
農
家

で
の
留
学
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
実
践
力
を
醸
成
す
る
た
め
、

二
学
年
時
に
十
五
日
間
、
県
内
農
家
等

で
研
修
を
行
う
も
の
で
す
。

農
家
生
活
の
実
際
を
体
験
す
る
こ
と

に
よ
り
、
農
業
の
面
白
さ
や
生
産
現
場

の
厳
し
さ
を
学
生
自
ら
が
肌
で
感
じ
取

る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

各
受
入
農
家
は
、
先
進
的
な
技
術
を

持
つ
だ
け
で
な
く
、
人
生
の
先
輩
と
し

て
同
じ
志
を
持
つ
学
生
の
良
き
相
談
者

と
し
て
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

経
営
を
発
展
さ
せ
る
先
進
技
術
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
、
様
々
な
問
題
が
生
産
者
に

降
り
か
か
る
現
状
を
理
解
し
、
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
農
業
を
展
開
す
べ
き
か

と
い
う
こ
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ま
た
、
第
一
線
の
現
場
で
培
っ
た
経

験
に
裏
付
け
ら
れ
た
助
言
や
指
導
を
受

け
、
学
生
た
ち
は
改
め
て
農
業
の
奥
深

さ
と
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
、
プ
ロ
か
ら
受
け
た
指

導
・
助
言
を
、
学
生
が
こ
れ
か
ら
の
進

路
、
そ
し
て
人
生
の
糧
と
し
て
十
分
生

か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

一
学
年
生
五
十
二
名
の
県
外
研
修
を
、

九
月
二
十
七
〜
二
十
八
日
の
一
泊
二
日

で
行
い
ま
し
た
。

一
日
目
は
茨
城
県
つ
く
ば
市
の
中
央

農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
内
の
「
つ
く

ば
リ
サ
ー
チ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
し
た
。

最
新
の
研
究
成
果
と
農
業
技
術
の
発
達

の
歴
史
に
つ
い
て
興
味
深
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
の
早
朝
は
、
東
京
都
中
央
卸

売
市
場
大
田
市
場
で
し
た
。
九
月
は
、

年
間
を
通
じ
て
最
も
多
く
の
品
目
が
そ

ろ
う
時
期
で
あ
り
、
特
に
野
菜
、
ナ
シ
、

ブ
ド
ウ
な
ど
の
取
扱
い
の
多
さ
が
目
立

っ
て
い
ま
し
た
。
青
果
棟
二
階
の
見
学

通
路
か
ら
、
真
っ
最
中
の
せ
り
を
見
学

し
、
学
生
た
ち
は
う
ず
高
く
積
ま
れ
た

出
荷
物
の
多
さ
と
活
気
に
包
ま
れ
た
市

場
の
雰
囲
気
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し

た
。午

後
は
栃
木
県
那
須
塩
原
市
の
千
本

松
牧
場
で
し
た
。
先
進
的
な
酪
農
施
設

で
、
土
作
り
や
牧
草
作
り
か
ら
乳
製
品

の
製
造
ま
で
一
貫
生
産
を
行
う
循
環
型

の
牧
場
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昼
食

後
は
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
を
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県

外

研

修

先
進
農
家
留
学
研
修

〜
二
学
年
〜

研修先のご家族には大変お世話にな

りました

共に働き共に汗を流してすっかり家

族の一員です

プロの手ほどきを受けながら現場な

らではのノウハウを習得します

〜
一
学
年
〜

つくばリサーチギャラリーを見学し

ました

栃木県那須塩原市の千本松牧場で

アイスクリーム作りを体験しました

東京都中央卸売市場大田市場

規模の大きさに圧倒されました
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稲
刈
作
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
本
校
で
作
付
し
た
品
種
は
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
は
じ
め
、
ふ
く
み
ら
い
、

ひ
と
め
ぼ
れ
、
あ
き
た
こ
ま
ち
な
ど
で

す
。
九
月
十
九
日
の
あ
き
た
こ
ま
ち
を

ス
タ
ー
ト
に
、
順
次
早
生
の
品
種
か
ら

刈
り
取
り
を
開
始
し
ま
し
た
。
圃
場
の

一
部
に
は
や
や
ぬ
か
る
み
は
残
っ
た
も

の
の
、
長
雨
や
台
風
に
よ
る
倒
伏
な
ど

の
影
響
も
少
な
く
、
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

刈
り
取
り
は
順
調
に
進
み
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
農
産
学
科
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

園
芸
学
科
、
畜
産
学
科
ま
で
一
年
生
全

員
が
、
鎌
を
片
手
に
、
「
手
刈
り
」
を

経
験
し
、
学
科
・
専
攻
の
枠
を
越
え
て

「
コ
メ
づ
く
り
」
の
意
義
や
苦
労
に
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
学
年
生
は
野
菜
十
五
名
・
果
樹
七

名
・
花
き
八
名
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
攻
中
心
の
実
習
・
講
義
に
移
り
、

い
ま
ま
で
以
上
に
集
中
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

前
期
試
験
や
県
外
研
修
も
終
わ
り
、

専
攻
に
よ
っ
て
は
二
学
年
時
に
取
り
組

む
卒
業
論
文
の
作
物
を
選
定
す
る
な
ど
、

専
門
の
技
術
習
得
に
余
念
が
あ
り
ま
せ

ん
。二

学
年
生
は
二
週
間
の
先
進
農
家
等

留
学
研
修
を
終
え
、
先
進
農
家
の
経
営

・
技
術
を
昼
夜
を
と
お
し
て
体
験
・
研

修
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
卒
業
論
文

の
ま
と
め
に
全
力
投
球
す
る
時
期
と
な

り
ま
し
た
。

本
年
は
気
象
災
害
等
も
少
な
く
、
実

り
の
秋
を
迎
え
た
こ
の
頃
で
す
。

十
八
年
度
も
半
年
が
経
過
し
、
学
生

達
は
充
実
し
た
学
校
生
活
を
お
く
っ
て

い
ま
す
。

二
年
生
は
先
進
農
家
留
学
研
修
、
企

画
研
修
を
実
施
し
、
よ
り
高
度
な
知
識

・
技
術
を
修
得
し
ま
し
た
。
現
在
は
卒

業
文
の
調
査
研
究
や
就
職
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
年
生
は
各
専
攻
に
別
れ
て
五
か
月

が
過
ぎ
、
酪
農
・
肉
畜
コ
ー
ス
と
も
に

講
義
や
実
習
に
精
力
的
に
取
り
組
む
姿

が
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
畜
種
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
着
実
に
成
長
し
て
い
ま

す
。両

学
年
と
も
、
各
自
の
目
標
に
向
か

っ
て
一
層
頑
張
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
研
究
科
は
、
農
業
に
関

す
る
よ
り
高
度
な
実
践
力
と
経
営
管
理

能
力
を
学
ぶ
た
め
、
本
校
で
の
講
義
等

に
加
え
、
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
は
、

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
研
究
員
の
指
導

の
も
と
専
攻
や
卒
業
論
文
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
研
究
科
生
は
二
名
で
、
Ｕ
タ

ー
ン
就
農
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
卒
業

論
文
で
は
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
栽
培
及

び
有
機
米
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
究
科
生
二
人
と
も
農
業
の
経
験
は

ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
す
が
、
農
業
を
行

い
た
い
と
の
強
い
熱
意
と
理
解
力
の
高

さ
で
、
日
々
知
識
や
技
術
を
習
得
し
て

い
ま
す
。
研
究
科
で
の
履
修
や
農
業
に

熱
い
情
熱
を
お
持
ち
の
方
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

農
産
学
科

１年生稲刈り体験 先生の指導で

はせを作っている農産学科の学生

園
芸
学
科

花き専攻の１学年生

花壇作りの実習

畜
産
学
科

研
究
科

畜産学科

牛と仲間と牧草地

Ｕターン就農を目指す研究科生２名

農業総合センター（郡山市）にて
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本
県
の
次
代
を
担
う
農
業
者
・
地
域

農
業
指
導
者
を
育
成
す
る
た
め
、
農
学

部
本
科
及
び
研
究
科
の
学
生
を
次
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

本

科
農
産
学
科
（
稲
作
・
畑
作
）

十
五
名
程
度

園
芸
学
科
（
野
菜
・
果
樹
・
花
き
）

三
十
名
程
度

畜
産
学
科
（
酪
農
・
肉
畜)十

五
名
程
度

研
究
科

作
物
経
営
・
野
菜
経
営
・
果
樹
経
営

花
き
経
営
・
酪
農
経
営
・
肉
畜
経
営

若
干
名

本
科
一
般
入
試

前
期
募
集
（
十
名
程
度
）

受

付
・
十
一
月
十
五
日
（
水
）

〜
二
十
四
日
（
金
）

試

験
・
十
二
月

六
日
（
水
）

試
験
内
容
・
学
力
試
験
、
面
接
試
験

合
格
発
表
・
十
二
月
十
三
日
（
水
）

後
期
募
集
（
十
名
程
度
）

受

付
・
一
月
二
十
三
日
（
火
）

〜
二
月
一
日
（
木
）

試

験
・
二
月
十
五
日
（
木
）

試
験
内
容
・
学
力
試
験
、
面
接
試
験

合
格
発
表
・
二
月
二
十
二
日
（
木
）

研
究
科
入
試

受

付
・
一
月

四
日
（
木
）

〜
十
五
日
（
月
）

試

験
・
一
月
二
十
六
日
（
金
）

試
験
内
容
・
小
論
文
、
面
接
試
験

合
格
発
表
・

二
月
二
日
（
金
）

な
お
、
出
願
資
格
、
試
験
科
目
等
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
学
生
募
集
要
項
に

詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

郵
送
を
御
希
望
の
方
は
、
本
校
農
学

部
（
教
務
管
理
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
本
校
の
教
育
内
容
、

大
学
校
生
活
に
関
す
る
御
質
問
に
つ
い

て
も
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
募
集
の
概

要
が
確
認
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
・
・
・

電

話
・
〇
二
四
八(

四
二)

四
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
〇
二
四
八(

四
四)

四
五
五
三

受
付
時
間

平

日
・
午
前
八
時
三
〇
分

〜
午
後
五
時
十
五
分

本
校
農
学
部
（
教
務
管
理
）
ま
で

平
成
十
九
年
度
学
生
募
集

研 修 項 目 研 修 名 称 開 催 期 間

専 門 研 修 気象講座 平成18年11月22日

県産農産物活用加工研修

県産米活用 杵搗き餅・団子の加工 平成18年11月30日

農産加工研修

加工技術情報の交換交流

県産機能性農産物加工情報の提供と交換交流 平成19年 2月 1日

地域資源を活かした加工情報の提供と交換交流 平成19年 2月15日

上記研修のお問い合わせ・お申し込みは、本校研修部（電話 0248-42-4111 ）までお願いします。

本校ホームページからも詳しい研修内容及び申込状況が確認できます。

研修案内
研修部では、一般農業者や新規参入者、就農予定者等のための専門的な研修を

実施し、優れた農業者と意欲ある担い手の育成確保に取り組んでいます。

URL http://www.pref.fukushima.jp/nougyoutandai/tandai1.htm


